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土
師
器
内
耳
鍋
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
関
東
か
ら
甲
信
地
方
に
広
が
る
平
底
内
耳
鍋
は
、
東
海

地
方
で
は
出
土
せ
ず
、
設
楽
地
域
で
も
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
縄
文
・

弥
生
時
代
の
土
器
は
信
州
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
研
究
成
果
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
戦

国
時
代
の
土
器
作
り
に
関
し
て
信
州
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
無
い
よ
う
で
す
。
地
域
交
流
の
あ
り

方
が
、い
つ
、ど
の
よ
う
な
理
由
で
変
化
し
た
の
か
、謎
は
深
ま
る
ば
か
り
で
す
。 (

鈴
木
正
貴)

半球形 内彎形

0 10cm

しっかり折れる少し折れる折れない

くの字形

粘土の
折返し
がある

本体部
内耳部

それぞれ左側が鍋本体上端の断面、
右側が内耳部分の断面

写真 11　上ヲロウ・下ヲロウ遺跡の土師器内耳鍋

写真 12　下延坂遺跡の土師器内耳鍋

図１　内耳鍋の分類

図２　内耳鍋の地域と時代による違い

設
楽
地
域
の
土は

じ

き
師
器
内な

い
じ
な
べ

耳
鍋
に
つ
い
て

　

設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
で
は
、
中
近
世
の
遺
構
な
ど
か
ら
少
な
か
ら
ず
素
焼
き
（
土
師

器
）
の
鍋
類
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
調
査
し
た
上か
み

ヲ
ロ
ウ
・
下し
も

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
や
下し
も
の
べ
さ
か

延
坂

遺
跡
で
も
土
師
器
内
耳
鍋
が
出
土
し
ま
し
た
（
写
真
11
、
12
）。
こ
こ
で
は
こ
の
内
耳
鍋
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　

東
海
地
方
の
土ど
き
な
べ
る
い

器
鍋
類
は
縄
文
時
代
以
降
お
お
む
ね
丸
底
の
土
師
器
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

十
五
世
紀
に
な
る
と
湯
沸
か
し
専
用
の
釜か
ま

が
登
場
し
、
内
耳
鍋
（
小
型
の
煮
炊
き
具
）
と

羽は
ね
つ
き
な
べ

付
鍋
（
大
型
の
煮
炊
き
具
）
と
釜
（
湯
沸
か
し
具
）
の
三
種
を
使
い
分
け
る
形
に
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
内
耳
鍋
の
出
土
量
が
多
く
、
内
耳
鍋
は
上
半
部
の
形
か
ら
①
く
の
字
形
と
②
内な
い
わ
ん彎

形
と
③
半
球
形
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
１
）。
写
真
の
上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡

の
内
耳
鍋
は
十
七
世
紀
頃
の
半
球
形
内
耳
鍋
、
下
延
坂
遺
跡
は
十
六
世
紀
頃
の
く
の
字
形
内
耳

鍋
に
該
当
し
ま
す
。

　

丸
底
の
内
耳
鍋
は
主
に
愛
知
県
か
ら
静
岡
県
に
分
布
し
、
上
半
部
の
形
の
違
い
は
時
代
や
場

所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
（
図
２
）。
東
三
河
で
は
当
初
は
く
の
字
形
内
耳
鍋
が
使
わ
れ
、
そ

の
後
は
徐
々
に
内
彎
形
内
耳
鍋
と
半
球
形
内
耳
鍋
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
変
化
し
て
お
り
、
設

楽
出
土
の
内
耳
鍋
は
そ
の
動
向
と
概
ね
合
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
西に
し
じ地
・
東ひ
が
し
じ地
遺
跡
（
大
名
倉

地
区
所
在
）
で
は
、
整
理
調
査
で
詳
し
く
調
べ
た
結
果
、
調
査
全
体
で
く
の
字
形
内
耳
鍋
の
破

片
が
二
十
九
点
、
内
彎
形
内
耳
鍋
が
一
点
、
半
球
形
内
耳
鍋
が
二
十
点
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

設
楽
地
区
で
は

内
彎
形
内
耳
鍋

が
や
や
少
な
い

の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

一
方
、
隣
の

長
野
県
で
は
、

同
じ
頃
に
東
海

地
方
と
は
全
く

異
な
る
平
底
の

　
『
新
設
楽
発
見
伝
７
』
の
開
催
決
定
！

令
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二
年
度
設
楽
ダ
ム
関
連
発
掘
調
査
成
果
報
告
会

『
新
設
楽
発
見
伝
７
』（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
ご
案
内

配
信
開
始　

令
和
三
年
三
月
六
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
〜

配
信
期
間　

三
月
末
日
ま
で

ア
ク
セ
ス
は
左
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
進
ん
で
下
さ
い
。

　
　

https://w
w
w
.youtube.com

/channel/

　
　

U
CIhy9RD

YYQ
nghH

_M
w
JvkW

pQ

※
パ
ソ
コ
ン
の
環
境
な
ど
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
報
告
会
視
聴

の
難
し
い
方
は
、
印
刷
資
料
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

　

設
楽
町
教
育
委
員
会(

０
５
3
６
）
６
２
–
０
５
３
１
、

あ
る
い
は
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。　

　

今
年
度
も
予
定
し
て
い
た
発
掘
調
査
を
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

発
掘
調
査
は
、
地
元
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
平
素
よ
り
、
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
発
掘
調
査
に
ご
理
解
頂

き
ま
し
て
、
心
よ
り
重
ね
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
三
月
初
旬
に
開
催
し
て
い
ま
す
成
果
報
告
会
で
す
が
、
昨
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
直
前
に
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
年
度
は
何
と
か
開
催
で
き
な
い
も
の
か
と
、
そ
の
あ
り
か
た
を
模
索
し
た

結
果
、
会
場
に
集
ま
っ
て
講
演
を
す
る
と
い
う
形
で
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

報
告
す
る
遺
跡
は
、
本
紙
二
・
三
頁
に
あ
り
ま
す
、
今
年
度
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
胡く
る
み
く
ぼ

桃
窪
遺
跡
、
添そ
え
ざ
わ沢
遺
跡
、
下し
も
の
べ
さ
か

延
坂
遺
跡
、
上か
み

ヲ
ロ
ウ
・
下し
も

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
に

加
え
て
、
昨
年
度
調
査
の
石い
し
は
ら原

遺
跡
、
万ま
ん
ぜ瀬

遺
跡
の
合
計
六
遺
跡
で
す
。
調
査
成

果
を
ま
と
め
た
印
刷
資
料
と
、
遺
跡
ご
と
の
動
画
を
作
成
し
、
こ
れ
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
配
信
い
た
し
ま
す
。
動
画
は
、
三
月
六
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
、
公
開
し
ま
す
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
、
い
つ
も
と
は
一
味
違
う
「
新
設
楽
発

見
伝
７
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
印
刷
資
料
は
、
四
月
以
降
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
で
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
町
民
の
皆
様
に
直
接
お
話
し
が
で
き
、
出
土
遺
物
も
じ
っ
く

り
見
て
頂
く
こ
と
が
、
最
善
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
以
前
の
よ
う

な
形
で
、
成
果
報
告
会
が
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
祈
る
次
第
で
す
。

	

（
川
添
和
暁
）　
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下し
も
の
べ
さ
か

延
坂
遺
跡
の
打だ

せ
い
せ
き
ふ

製
石
斧

　

今
年
度
の
下
延
坂
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
代
表
的
遺
物
と
し

て
、
打
製
石
斧
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
下
延
坂
遺
跡
で
は
打
製
石
斧
が
六

点
出
土
し
て
お
り
、
写
真
３
は
打
製
石
斧
が
土
坑
一
二
二
SK
か
ら
出
土

し
た
状
態
、
写
真
４
は
竪
穴
状
遺
構
一
〇
〇
SK
か
ら
出
土
し
た
状
態
で

す
。
発
見
し
た
時
は
、
や
は
り
嬉
し
く
て
、
石
斧
を
き
れ
い
に
し
ま
し

た
。下
延
坂
遺
跡
の
打
製
石
斧
は
、長
さ
八
・
八
〜
十
・
二
セ
ン
チ
、幅
三
・

八
〜
五
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
・
三
〜
二
セ
ン
チ
の

片
手
に
お
さ
ま
る
程
の

大
き
さ
で
、
刃
先
側
が

幅
広
で
薄
く
な
っ
て
い

ま
す
。
石
材
は
全
て
灰

色
が
か
っ
た
安
山
岩

で
、
一
部
に
滑
ら
か
で

割
れ
て
い
な
い
部
分
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
く

似
た
大
き
さ
や
形
の
礫

か
ら
割
っ
て
作
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

縄
文
時
代
の
打
製
石

斧
は
柄
が
付
い
た
土

掘
り
具
と
考
え
ら
れ

て
い
て
、
当
時
の
人
々

の
生
活
の
中
で
も
大

い
に
使
わ
れ
た
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

  　
　
　
（
蔭か
げ
や
ま
せ
い
い
ち

山
誠
一
）

写真３　A 区　土坑 122SK
　打製石斧の出土状態

写真４　A 区　竪穴状遺構
　　　100SK　打製石斧の出土状態

胡く
る
み
く
ぼ

桃
窪
遺
跡
の
竪
穴
建
物
跡
な
ど

　

胡
桃
窪
遺
跡
は
、
五
月
よ
り
十
月
ま
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
特
徴
的
な
遺
構
と

し
て
、
縄
文
時
代
前
期
後
半
（
約
五
千
五
百
年
前
）
の
竪
穴
建
物
跡
、
平
安
時
代
中

頃
（
約
千
年
前
）
の
竪た
て
あ
な
じ
ょ
う
い
こ
う

穴
状
遺
構
が
、
設
楽
ダ
ム
に
関
連
す
る
遺
跡
の
調
査
で
初
め

て
（
調
査
の
時
点
で
）
検
出
さ
れ
ま
し
た
。（
こ
の
調
査
の
後
、
上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ

ロ
ウ
遺
跡
の
Ｃ
区
で
平
安
時
代
の
竪
穴

状
遺
構
が
新
た
に
検
出
さ
れ
ま
し
た
。）

　

縄
文
時
代
前
期
後
半
の
竪
穴
建
物
跡

は
、
明
確
な
炉ろ

を
持
た
ず
、
竪
穴
の
縁

辺
部
に
柱
穴
を
配
す
る
構
造
で
す
。
埋

土
中
に
は
土
器
片
が
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
建
物
跡
の
年
代
特
定
の
手
が
か

り
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
床
面
の
中

央
に
掘
ら
れ
た
土
坑
か
ら
黒こ
く
よ
う
せ
き

曜
石
の
破

片
が
数
点
検
出
さ
れ
、
産
出
地
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
分
析
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

平
安
時
代
中
頃
の
竪
穴
状
遺
構
は
、

焼し
ょ
う
ど土
と
炉
跡
を
伴
う
も
の
で
、
鉄
片
も

同
時
に
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
金
属
加

工
を
行
う
た
め
の
炉
が
設
け
ら
れ
て
い

た
と
推
定
し
て
い
ま
す
。
同
様
の
時

期
・
内
容
物
を
持
つ
遺
構
は
、
豊
田
市

の
栗く
り
は
ざ
ま

狭
間
遺
跡
や
奈
良
県
の
尾お
や
み
で

山
代
遺

跡
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
木
材

加
工
な
ど
に
関
連
の
あ
る
遺
構
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
胡
桃
窪
遺
跡
も
同
様
の

遺
構
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴す
ず
き
け
い
す
け

木
恵
介
）

写真５　縄文時代前期後半の竪穴建物跡写真６　平安時代中頃の竪穴状遺構

添そ
え
ざ
わ沢
遺
跡
出
土
の
中
世
遺
物

　

今
年
度
、
添
沢
遺
跡
で
実
施
さ
れ
た
発
掘
調

査
で
は
、
縄
文
時
代
早
期
の
土
器
が
出
土
し
、

先
史
時
代
か
ら
の
人
間
活
動
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
中
世
に
属
す
る
遺
物
も
一
定
数
出

土
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、中
世
の
遺
物
か
ら
、

渥
美
・
湖こ
さ
い西

窯
製
品
の
日
常
用
の
山や
ま
ぢ
ゃ
わ
ん

茶
碗
や
、

中
国
産
の
青せ
い
じ磁
碗
の
破
片
、
鍛
治
作
業
に
伴
う

遺
物
の
鉄て
っ
さ
い滓

、
出
土
す
る
こ
と
自
体
が
比
較
的

珍
し
い
鉄て
つ
ぞ
く鏃
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
河か
わ
し
ま
ゆ
う
き

嶋
優
輝
）

写真７　山
やまぢゃわん

茶碗の小皿　（直径約８．２cm、高さ約１.７cm）
渥美・湖西窯製品と見られる日常用の器で、他にも
碗など様 な々大きさのものが出土します。

写
真
10　
鉄て

つ
ぞ
く鏃

（
残
存
す
る
長
さ
約
１
６
・
２
cm
）
左
は
写
真
、
右
は
X
線
写
真

写真８　青磁碗の破片（約 5cm×３.５cm）
中国産の磁器で、蓮

れんべんもん

弁文と呼ばれる文様が
見て取れます。

中世の矢尻で、出土するこ
とが比較的珍しく、鉄滓と
の関連も気になります。

写真９　鉄
てっさい

滓（直径約１〜５cm）
鍛
か じ

冶の際に生じるもので、十数点が出土しました。

上か
み

ヲ
ロ
ウ 

・
下し

も

ヲ
ロ
ウ 

遺
跡
の
弥
生
土
器

　

今
年
度
の
上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
の
発
掘
調
査

は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
特
に
注
目
を

集
め
た
A
区
の
周し
ゅ
う
て
い堤の

残
る
竪た
て
あ
な
た
て
も
の
あ
と

穴
建
物
跡
か
ら
出
土
し

た
弥
生
土
器
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

A
区
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
後
葉
の
集
落
跡
が
、
設

楽
町
内
で
初
め
て
検
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
号
ま
で
で

お
伝
え
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
周
堤
の
残
る
竪
穴

建
物
跡
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
事
例
で
す
。
こ
の
竪
穴

建
物
跡
は
、
残
存
状
況
が
良
好
で
、
器き
け
い形

が
あ
る
程
度

復
元
可
能
な
土
器
が
五
点
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
ま

す(

写
真
上
段)

。
１
は
長
野
県
の
南
信
地
域
に
由
来

1

3

5

2 4

写真 2　周堤の残る竪穴建物跡から出土した弥生土器

1
2 5

4
3

の
あ
る
土
器
で
す
。
口
縁
部
に
突
起
が
あ
る
こ
と
と
、

底
部
の
布ぬ
の
め
あ
っ
こ
ん

目
圧
痕
が
決
め
手
と
な
り
ま
す
。
３
は
小
型

の
台
付
き
甕
で
、
こ
の
時
期
に
三
河
に
も
た
ら
さ
れ
る

西
日
本
由
来
の
土
器
で
す
。
出
土
状
態
が
よ
く
、
ほ
ぼ

完
形
に
な
り
ま
し
た
。
４
・
５
は
、
三
河
で
よ
く
見
ら

れ
る
在
地
の
甕か
め

で
す
。
こ
の
二
点
は
口
縁
部
が
下
、
胴

部
が
上
と
天
地
逆
の
状
態
で
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
使
用
時
に
埋
没
し
た
の
で
は
な
く
、
人
為
的
に

逆
さ
に
し
て
埋
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

次
回
使
う
た
め
に
逆
さ
ま
に
し
て
埋
め
た
の
で
し
ょ
う

か
。
興
味
深
い
事
例
で
す
。 

(

田た
な
か中　

良
り
ょ
う)

写真 1　周堤の残る竪穴建物跡
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土
師
器
内
耳
鍋
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
関
東
か
ら
甲
信
地
方
に
広
が
る
平
底
内
耳
鍋
は
、
東
海

地
方
で
は
出
土
せ
ず
、
設
楽
地
域
で
も
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
縄
文
・

弥
生
時
代
の
土
器
は
信
州
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
研
究
成
果
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
戦

国
時
代
の
土
器
作
り
に
関
し
て
信
州
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
無
い
よ
う
で
す
。
地
域
交
流
の
あ
り

方
が
、い
つ
、ど
の
よ
う
な
理
由
で
変
化
し
た
の
か
、謎
は
深
ま
る
ば
か
り
で
す
。 (

鈴
木
正
貴)

半球形 内彎形

0 10cm

しっかり折れる少し折れる折れない

くの字形

粘土の
折返し
がある

本体部
内耳部

それぞれ左側が鍋本体上端の断面、
右側が内耳部分の断面

写真 11　上ヲロウ・下ヲロウ遺跡の土師器内耳鍋

写真 12　下延坂遺跡の土師器内耳鍋

図１　内耳鍋の分類

図２　内耳鍋の地域と時代による違い

設
楽
地
域
の
土は

じ

き
師
器
内な

い
じ
な
べ

耳
鍋
に
つ
い
て

　

設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
で
は
、
中
近
世
の
遺
構
な
ど
か
ら
少
な
か
ら
ず
素
焼
き
（
土
師

器
）
の
鍋
類
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
調
査
し
た
上か
み

ヲ
ロ
ウ
・
下し
も

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
や
下し
も
の
べ
さ
か

延
坂

遺
跡
で
も
土
師
器
内
耳
鍋
が
出
土
し
ま
し
た
（
写
真
11
、
12
）。
こ
こ
で
は
こ
の
内
耳
鍋
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　

東
海
地
方
の
土ど
き
な
べ
る
い

器
鍋
類
は
縄
文
時
代
以
降
お
お
む
ね
丸
底
の
土
師
器
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

十
五
世
紀
に
な
る
と
湯
沸
か
し
専
用
の
釜か
ま

が
登
場
し
、
内
耳
鍋
（
小
型
の
煮
炊
き
具
）
と

羽は
ね
つ
き
な
べ

付
鍋
（
大
型
の
煮
炊
き
具
）
と
釜
（
湯
沸
か
し
具
）
の
三
種
を
使
い
分
け
る
形
に
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
内
耳
鍋
の
出
土
量
が
多
く
、
内
耳
鍋
は
上
半
部
の
形
か
ら
①
く
の
字
形
と
②
内な
い
わ
ん彎

形
と
③
半
球
形
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
１
）。
写
真
の
上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡

の
内
耳
鍋
は
十
七
世
紀
頃
の
半
球
形
内
耳
鍋
、
下
延
坂
遺
跡
は
十
六
世
紀
頃
の
く
の
字
形
内
耳

鍋
に
該
当
し
ま
す
。

　

丸
底
の
内
耳
鍋
は
主
に
愛
知
県
か
ら
静
岡
県
に
分
布
し
、
上
半
部
の
形
の
違
い
は
時
代
や
場

所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
（
図
２
）。
東
三
河
で
は
当
初
は
く
の
字
形
内
耳
鍋
が
使
わ
れ
、
そ

の
後
は
徐
々
に
内
彎
形
内
耳
鍋
と
半
球
形
内
耳
鍋
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
変
化
し
て
お
り
、
設

楽
出
土
の
内
耳
鍋
は
そ
の
動
向
と
概
ね
合
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
西に
し
じ地
・
東ひ
が
し
じ地
遺
跡
（
大
名
倉

地
区
所
在
）
で
は
、
整
理
調
査
で
詳
し
く
調
べ
た
結
果
、
調
査
全
体
で
く
の
字
形
内
耳
鍋
の
破

片
が
二
十
九
点
、
内
彎
形
内
耳
鍋
が
一
点
、
半
球
形
内
耳
鍋
が
二
十
点
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

設
楽
地
区
で
は

内
彎
形
内
耳
鍋

が
や
や
少
な
い

の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

一
方
、
隣
の

長
野
県
で
は
、

同
じ
頃
に
東
海

地
方
と
は
全
く

異
な
る
平
底
の

　
『
新
設
楽
発
見
伝
７
』
の
開
催
決
定
！

令
和
二
年
度
設
楽
ダ
ム
関
連
発
掘
調
査
成
果
報
告
会

『
新
設
楽
発
見
伝
７
』（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
ご
案
内

配
信
開
始　

令
和
三
年
三
月
六
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
〜

配
信
期
間　

三
月
末
日
ま
で

ア
ク
セ
ス
は
左
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
進
ん
で
下
さ
い
。

　
　

https://w
w
w
.youtube.com

/channel/

　
　

U
CIhy9RD

YYQ
nghH

_M
w
JvkW

pQ

※
パ
ソ
コ
ン
の
環
境
な
ど
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
報
告
会
視
聴

の
難
し
い
方
は
、
印
刷
資
料
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

　

設
楽
町
教
育
委
員
会(

０
５
3
６
）
６
２
–
０
５
３
１
、

あ
る
い
は
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。　

　

今
年
度
も
予
定
し
て
い
た
発
掘
調
査
を
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

発
掘
調
査
は
、
地
元
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
平
素
よ
り
、
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
発
掘
調
査
に
ご
理
解
頂

き
ま
し
て
、
心
よ
り
重
ね
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
三
月
初
旬
に
開
催
し
て
い
ま
す
成
果
報
告
会
で
す
が
、
昨
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
直
前
に
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
年
度
は
何
と
か
開
催
で
き
な
い
も
の
か
と
、
そ
の
あ
り
か
た
を
模
索
し
た

結
果
、
会
場
に
集
ま
っ
て
講
演
を
す
る
と
い
う
形
で
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

報
告
す
る
遺
跡
は
、
本
紙
二
・
三
頁
に
あ
り
ま
す
、
今
年
度
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
胡く
る
み
く
ぼ

桃
窪
遺
跡
、
添そ
え
ざ
わ沢
遺
跡
、
下し
も
の
べ
さ
か

延
坂
遺
跡
、
上か
み

ヲ
ロ
ウ
・
下し
も

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
に

加
え
て
、
昨
年
度
調
査
の
石い
し
は
ら原

遺
跡
、
万ま
ん
ぜ瀬

遺
跡
の
合
計
六
遺
跡
で
す
。
調
査
成

果
を
ま
と
め
た
印
刷
資
料
と
、
遺
跡
ご
と
の
動
画
を
作
成
し
、
こ
れ
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
配
信
い
た
し
ま
す
。
動
画
は
、
三
月
六
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
、
公
開
し
ま
す
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
、
い
つ
も
と
は
一
味
違
う
「
新
設
楽
発

見
伝
７
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
印
刷
資
料
は
、
四
月
以
降
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
で
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
町
民
の
皆
様
に
直
接
お
話
し
が
で
き
、
出
土
遺
物
も
じ
っ
く

り
見
て
頂
く
こ
と
が
、
最
善
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
以
前
の
よ
う

な
形
で
、
成
果
報
告
会
が
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
祈
る
次
第
で
す
。

	

（
川
添
和
暁
）　
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